






























人を常に超え、２０１０年の年明けになってからは２００人を超える日も珍しくない。親子が集い、憩える場としての広場利用が中心だが、白梅の教員たちによる母親講座や子育て相談 子育てサポーター研修 どの幅広い事業も定着してきた。単に集える広場機能だけでなく、地域のニーズに沿っ こうした事業も含めた「総合子育て支援施設」としての役割を今後も強めていきたい。
大学、短大、及び大学院のゼミ、授業の一環として「ころころの森」を利用する
頻度も高まり、卒論のテーマ も取り上げる 生たちも出てきた 教育、研究にとっても大きなプラスになる成果を生み出しつつある。
この成果をまとめ、全国に発信していくことも重要なのはいうまでもない。「地
域と子ども学」を創刊した狙いの一端もここにある。ようやく２号を発刊することとなった。「ころころの森」の取り組みにと まらず 子ども学 研究、教育 質を高めていくために、全国からさまざまなご意見やご批判をいただきた と願う
